
岩宿フォーラム 2021 開催のご案内 
令和 3年 11 月 7 日(日) 

 

岩宿フォーラムは、日本の旧石器時代研究の出発点である『岩宿』で毎年開催される、岩宿時代

を取り上げた学術的な行事です。研究者と一般の方々を交えて、誰もが集い、語らうことによっ

て、この地から岩宿時代研究の情報を発信することを目的として開かれます。 

今回のシンポジウムでは、世界的な後期旧石器の指標となる石刃技法の出現の問題を取り上げ、

世界な視野に立って研究・討論します。ご興味のある方は、是非ご参加いただき、岩宿時代の研

究について熱く語り合いましょう。 

 

※今年は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、定員を 40 名とし、事前に参加申込を

された方のみが入場いただけます。検温の上、健康状態が悪い方は参加をご遠慮ください。 

 

１．開催概要  

シンポジウム『日本列島における石刃石器群の出現』 

  主催：みどり市教育委員会・岩宿フォーラム実行委員会   主管：岩宿博物館 

  日時：令和 3年 11 月 7 日（日）   午前 9時 30 分から午後 3時 30 分まで（予定） 

会場：岩宿博物館・ふれあい学習館 

＊本シンポジウムは、ぐんま県民カレッジ連携講座です。 

 

２．概要 

◎11 月 7 日（日） 午前 9時 30 分から午後 3時 30 分まで  【会場：ふれあい学習館】 

（岩宿博物館第 1駐車場敷地内） 

○基調講演 1 北関東地方の初期石刃石器群 

  ユーラシア大陸の初期石刃石器群と長野県香坂山遺跡（仮） 

国武貞克氏（奈良国立文化財研究所） 

  赤城山麓の初期石刃石器群（仮）       須藤隆司（岩宿フォーラム実行委員） 

○基調講演 2 日本列島と東アジアの初期石刃石器群 

  韓国の初期石刃石器群（仮）         長井謙治氏（愛知学院大学） 

  スヤンゲ遺跡の初期石刃石器群（仮）     大谷 薫氏 

水洞溝遺跡群と中国の初期石刃石器群（仮）  加藤真二氏（奈良国立文化財研究所） 

初期旧石器時代（IUP）石器群研究の現状（仮） 仲田大人氏（青山学院大学） 

○パネルディスカッション 

パネリストは基調報告者を予定。会場の皆様にも討論にご参加いただきます。 

 

３．資料見学会について 

  今回のシンポジウムの鍵となる長野県香坂山遺跡を調査されている国武貞克氏のご厚意によ

り、同遺跡石器群の資料見学会が実施できることとなりました。見学会の開催にあたってはコ

ロナウイルス感染防止の観点から、人数及び時間を制限して開催する予定です。 

  ご希望される方は、当日受付で希望の時間帯をお申し出願います。 

  見学会会場：博物館講座室（予定） 

  ＊シンポジウムの開催時間中での開催となりますのでご注意を願います。 

  ＊シンポジウム参加者は、当日無料で博物館に入館できますので、参加者である旨を受付に

てお伝え願います。 

 



 

４．参加費・講演集代金 

  参加費：無料 講演集は有料頒布（予価 700 円） 

 

５．申込・問合せ連絡先 

 住所・氏名・連絡先（所属）を別紙に記入の上、10 月末日までに事務局（岩宿博物館）に、必

ず郵送、電話、ＦＡＸまたはＥメールでお申し込みください。  ※定員 40 名・先着順 

 

６．その他 

 新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、必ずマスクの着用をお願いいたします。また、

当日は、入場前に、検温と手指の消毒、健康状態申告書の記載をお願いします。発熱等風邪症状

が出ている場合や体調不良の場合、入場をご遠慮ください。 

尚、感染者が多い地域から参加を希望される方につきましては、開催前 2 週間の健康状態をお

尋ねする場合がございます。 

 

※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては中止となる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒379-2311 群馬県みどり市笠懸町阿左美 1790-1 

    電話 0277-76-1701  ＦＡＸ 0277-76-1703 

    Ｅ-mail iwajukuhaku@city.midori.gunma.jp 

同時開催 

第 75 回企画展『相澤忠洋と岩宿時代研究』 
 共 催：相澤忠洋記念館 

 開催期間：令和 3年 10 月 9 日(土)～11 月 28 日(日)  

  ＊コロナウイルス感染拡大防止のため、期間が変更になることがあります。 

 会 場：岩宿博物館 企画展示室 

 

展示の概要 

 1946(昭和21)年、岩宿遺跡を発見した相澤忠洋は、発掘調査が行われた1949(昭

和 24)年までの間に、縄文時代早期の研究を進めるとともに、元宿遺跡など岩宿

時代遺跡を発見しています。このことから、相澤は、岩宿遺跡発掘調査前から岩

宿時代研究を始めていることになります。岩宿遺跡の発掘以降も、元宿遺跡の他、

三ツ屋遺跡や桝形遺跡など、赤城山麓で研究上重要な位置を占める岩宿時代遺跡

を調査していましたが、これらの調査によって、群馬県内はもとより全国的にも

岩宿時代研究の当初、その研究をリードしていたといえるでしょう。 

 また、岩宿遺跡発掘調査後も、芹澤長介が実施した長野県矢出川遺跡、新潟県

荒屋遺跡、長崎県福井洞窟など研究上重要な遺跡の調査に参加し、それらの調査

で活躍していました。今回の展示では、岩宿時代研究をリードしてきた、相澤忠

洋が調査してきた岩宿時代遺跡を取り上げ、岩宿時代研究全体の中で相澤忠洋の

研究を位置づけていきます。 
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